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学校教育目標 「こころざしをもち 学び合う 輝南の生徒」 

 
重点目標 「時を守る 場を浄める 礼を正す」 

 
「令和 6年度のスタートにあたって」 

富士宮市立富士根南中学校 
校  長   金 野 教 之 

新年度のスタートにあたり、保護者の皆様・地域の皆様にご挨拶
を申し上げます。南中 2 年目になります。校長の金野教之（こんの 
のりゆき）と申します。私たち教職員は、生徒の限りない可能性を
信じ、生徒の力を最大限伸ばせるよう、全力を挙げて教育活動に邁
進していく覚悟です。ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 
（入学式 校長式辞よりより一部抜粋） 
本日、伝統ある富士根南中学校に入学された皆さん「ご入学おめ

でとうございます」  本校の在校生、並びに教職員一同、皆さんの
入学を心より歓迎いたします。先程、担任の先生から１人１人の名前が、呼ばれました。胸を張
って返事する様子や、輝くまなざしから、「中学校でがんばるぞ」という皆さんの熱い思い、強
い決意が、伝わってきました。 
さて、中学校生活のスタートをきる皆さんに、特に心掛けてほしいことを、お話しします。そ

れは、「夢や希望に向かって、小さな努力を継続して積み重ねていく」ということです。昨年、
３年生が、自主勉強ノートを毎日、校長室に提出するということに挑戦しました。最初は、１日
１問以上、とにかく「毎日提出する」ことを目標にスタートしました。１週間、１ヶ月と提出が
連続してくると不思議なことに、内容もよくなり、量も１日 30 問を超えるなど増えていきました。
最初は毎日提出すること自体が苦しかったようですが、最初の１ヶ月が過ぎた頃には、人に言わ
れてやっていた姿はもうありません。１ヶ月の積み重なった実績と、連続した習慣が、自分のも
っている力を引き出し、可能性を広げました。改めて自分の力で積み重ねた実績は、まさにこと
わざにもあるように、ちりも積もれば山となること、続けることによって身につけた習慣は、継
続は大きな力となることを証明しました。中学校での生活は、積み重ねと継続が重要といえるで
しょう。みなさんのやる気が継続し、積み重なっていけるように、南中の先生全員で応援してい
ます。 
（始業式 校長式辞より一部抜粋） 
「終わりの姿は始まりの姿を表す」昨年度何度か皆さんにお話ししました。今日は先日卒業し

た 3 年生の話をします。 
卒業式は立派でした。卒業証書授与では緊張の中、精一杯の返事をして、素晴らしい態度で卒

業証書を受け取りました。私はその姿に感動し、涙が出てきました。卒業記念合唱も素晴らしい
歌声を響かせました。この終わりの姿ならきっと新しいステージで活躍してくれることでしょう。 
式典と言えば今日は入学式です。会場準備が終わったと報告を受け、確認のため体育館に入っ

た瞬間、素晴らしい会場に感動しました。特に 1 年生が歩く道にシートとシートのつなぎ目にす
べてテープが貼ってありました。これはきっと 1 年生が最初につまずかないようにという配慮だ
と思います。椅子も整然と並び、1 年生のためにやさしくきれいな会場を作ってくれた３年生に
感謝します。ありがとう。皆さんへの期待感がとっても大きくなりました。2 年生も 1 年生の教
室の準備や校舎周りの清掃をありがとう。隅々まできれいになり、「１年生のために、心のこも
った活動ぶりでした。 
ありがとうで始まった令和６年度。素晴らしいスタートが切れました。お互いを尊重し認め合

い、「ありがとう」があふれる１年にしましょう。 
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富士宮市立富士根南中学校 き    な  ん 



主任 小林 久剛
１組 肥田 瑠衣
２組 菅沼  匠
３組 渡邉  賢
４組 岩本 紘至
５組 伊藤 晴香
６組 髙橋 修司
７組 柏木 慶太
９組 渡邊 由美
級外 松浦 美里
級外 髙野 秀実

３年 和田 結愛 
 昨年は、後期の学級委員、部活の副部長、行事の実行
委員、文化の部での指揮者など、多くのことに挑戦した
１年でした。充実した時間はあっという間に過ぎてしま
い、今日、この場には富士根南中学校の最上級生として
立っています。残り１年となってしまった中学校生活を
どんな風に過ごしたいか、どんな学校でありたいか考え
てみました。私は、富士根南中学校が、「１人１人が目
標をもちお互いに高め合える学校」であったらいいなと思っています。そのため
には、まず私たち生徒１人１人が自分を見つめ、自分の長所や短所を見つけるこ
と。そして、その長所を伸ばすための目標、また短所を補うような目標を立て、
その目標に向けて努力し続けることが必要です。そして、生徒１人１人を大切に
するために、誰かに温かい言葉をかけてあげたり、誰かとの楽しい時間を大切に
したりできる、何より「人を想う心」を大切にする学校の雰囲気が必要だと思っ
ています。誰かが感じる「辛い」を「幸せ」に変えてあげられる。そんな自分で
ありたいし、そんな富士根南中学校でありたいです。 
 ２年生のみなさん、最上級生として学校を背負う背中を私たちが見せます。そ
んな私たちを支えてください。３年生のみなさん、「幸せだった」と涙を流せる
ような卒業式を迎えるために、１年を過ごしましょう。全校のみなさん、「富士
根南中学校は最高だ」と胸を張って言えるような学校にしていきましょう。 

 

２年 平尾 武大 
 今日で１年生が入学し、僕たちは２年生となり、先輩
になります。この１年間で僕たちが成長してきたことを
２つ話します。 
 １つ目は、行動に自覚と責任をもつことです。先輩と
なり、常に後輩のお手本となる行動をとる事を心がけ、
全校集会などでは、クラスごと素早く移動し、すぐ整列
を始めるなどといった、２年生らしい姿を見せていきます。 
 そして２つ目は、行動にメリハリをつけることです。５月には、林間学校があ
ります。林間学校では、スローガンである「目指７」が達成できるよう、楽しむ
ときは楽しむ、学ぶときには学ぶというように、メリハリをつけた行動をとるよ
う意識したいと考えています。また、時間を守ることも意識していきます。また、
３年生の修学旅行も見通した、メリハリをつけた行動をするよう日常生活から心
がけていきます。 
 先輩としての姿、メリハリをつける、時間を守るということを意識して、３年
生のサポートができるよう、２年生全員で頑張っていきます。   

校 長 金野 教之
教 頭 井出 充彦
主幹教諭 松原 慶子
養護教諭 鈴木 真理
事務主査 後藤  悠
用 務 員 原  浩幸
市 事 務 松岡 成美
県 事 務 須藤 あゆみ
給 食 松永 亜紀
不登校支援員 土谷 育子
支 援 員 加藤 瑞穂
支 援 員 伊藤 友佳子
介 助 員 佐藤 洋子


